
 

居宅生活支援部会ワーキンググループ課題抽出まとめ 

【GWにて挙がった各項目の課題】  

●健康面について【設問９・・・2.22.29.51.59】 

・医療との連携（疾病・障がい理解や相談の窓口含む） 

・サービスの調整・工夫 

・移動について 

●生活費・財産について【設問９・・・40.55】 

・生活に金銭的な余裕がない 

・金銭管理について学ぶ機会が必要(金銭感覚・金銭管理方法) 

・将来の経済的な不安 

●仕事について【設問９・・・23.43.44.66】 

・加齢に伴う作業スキルや意欲低下。自分に合った就労先の確保 

・一般就労したいのに繋がらないなど就労に関して本人・家族と意見の相違がある。 

・経験・体験の場 

●家族について 

・親の高齢化による将来の不安 

・家族関係が芳しくない。障害について理解がない。 

・頼れる身内が不在である。 

●移動について【設問９・・・1.2.5.8.14.16.26.27.36.６９】 

・バス・タクシー等に代わる通所サービスの提案・費用の課題 

・エリアによって公共交通機関のサポートに差がある。 

●サービス利用について【設問９・・・3.4.9.10.11.13.15.18.21.24.25.28.30.31.32.33. 

35.38.41.44.６４．６７．６９】 

・家族の高齢化による本人の継続的な支援困難 

・強度行動障害のある方の受け入れ先が不足。 

・休日でも利用出来るサービス不足。 

・発達、精神障害のある方(制度の狭間にいる方)が既存のサービス(就職・就労訓練・生活介護

等)にマッチングしにくい。 

・医療的ケアの必要な方の受け入れ先が限られる。 

・障害の種別や程度によって利用できるサービスに差がある。 

●住まいについて【設問９・・・1.6.12.19.30】 

・車いすだと市県営住宅や賃貸物件がほとんどない。 

●余暇活動について【設問９・・・1.２６.47.50.52.55.56.57.58.59.６１．６２．６７．６９】 

・福祉サービスや地域の活動場所、余暇活動の場所の周知 

●災害時の対応について【設問９・・・６５】 

・医療的ケアの必要な方の具体的な対応について 

・いざ災害が起きた時、どのようにしたらよいかのシミュレーション 

●近所付き合いについて【設問９・・・49.52.53.54.６０．６８】 

・災害時等に備えて普段からの地域の方々との交流の機会の提供 

・障害のある方の地域の理解 

●その他【設問９・・・7.20.34.37.39.42.45.46.48】 
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